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平成２４年３月１日 

幼児教育アンケート ～５歳児の就園状況～ 

 

１ 概要 

（１）目  的  平成 23年度の５歳児の保育所・幼稚園の就園状況・形態について、市

町教育委員会を対象に調査 

（２）回答状況 １４市町 

 

２ 結果概要 

（１）保育所・幼稚園卒児童数 

 ５歳児では、保育所を卒園する児童数が幼稚園の約２倍となっている。 

幼稚園卒児童数 保育所卒児童数 その他 合計 

2,064人(32.0%) 4,349人(67.4%) 44人(0.7%) 6,457人(100%) 

 

 幼児脅威児実態調査【保護者編】では、４歳児に比べて５歳児の幼稚園に就園する割

合は約１０％高くなり、逆に保育所の割合が低くなっている。 

 特に、国公立幼稚園に就園する園児数が増加しており、入学予定の小学校に併設する

国公立幼稚園に就園する例がデータ上でも見られる。 
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（２）保育所・幼稚園に就園する現在の形態 

あわら市（旧金津町）および坂井市を除き１２市町では「３年間すべて同じ保育所・

幼稚園」に就園している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）５歳児の就園形態・制度を見直した実績とその内容 

見直した実績のある市町では、少子化に伴う園児数の減少に伴い、保育所と幼稚園を

一体化する例が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜見直しした内容＞ 

① 福井市  園児数が減少している幼稚園

において 3年保育を実施 

② 旧金津町 平成 24年 4 月から保育所・幼

稚園を一体化した幼児園とする 

③ 旧芦原町 平成 15年 4 月に保育所・幼稚

園を一体化した幼児園とした 

④ 永平寺町 平成18年4月 保育所と幼稚

園を一元化し、幼児園とした  
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（４）５歳児の就園を幼稚園に誘導することについてのメリット・デメリット 

 ア 幼稚園就園を誘導すること 

 （ア）メリット 

№ 市町名 内  容 

1 福井市 
○ 公立幼稚園では 5歳児就園を誘導しており、小学校併設で連携しやすい。 

○ 幼稚園教諭も発達の見通しを持って教育できる。 
2 大野市 ○ 小学校との接続・連携がスムーズにできる。 

3 勝山市 
○ 人数が多くなり、集団行動ができる。 

○ 小学校入学前に幼児同士が友達になれる。 

4 あわら市（旧金津町） ○ 就学前教育の一層の充実 

5 坂井市 ○ 小学校との交流・連携があり、就学へのスムーズな移行がしやすい。 

 （イ）デメリット 

№ 市町名 内  容 

1 福井市 
○ 1年だけのため入園準備をしなくてはいけないため、保護者の負担となる。 

○ 夏休みや冬休みがあり、保護者の就労に合わないことがある。 
2 大野市 ○ 共稼ぎ世帯などにとっては不都合が出てくることがある。 

3 勝山市 
○ 保護者の就労時間の関係で幼稚園に就園できない幼児がいる。または、あるいは

降園後の幼児の保育施設が必要である。 
4 あわら市（旧金津町） ○ 預かり保育の実施（放課後、自宅に帰っても保護者がいない等の幼稚園児が対象） 

5 あわら市（旧芦原町） ○ 幼児園方式を実施しているので誘導できない。 

6 越前市 
○ 保護者の就労や家庭状況に応じた施設選択に混乱が生じる。 

○ 幼保間の幼児教育に格差があるような間違ったイメージが育つ。 
7 坂井市 ○ 小学校との交流・連携があり、就学へのスムーズな移行がしやすい。 

 

 イ 幼稚園就園を誘導しないこと 

 （ア）メリット 

№ 市町名 内容 

1 
福井市 

○ 就学前まで保護者の就労形態やニーズに合わせて幼稚園・保育所を選ぶことがで

きる。 

○ 年長児が園のリーダーとして活躍できる。 
2 大野市 ○ 保護者の意向を尊重している。 

3 勝山市 
○ 同じ園で３年間過ごすことになり、幼児が生活に慣れ安定する。 

○ 保護者の就労形態にあった園を選べる。 
4 あわら市（旧金津町） ○ 保護者の選択肢が増える。 

5 坂井市 ○ 長期間、同じ環境を維持できる。 

 （イ）デメリット 

№ 市町名 内容 

1 福井市 
○ 保幼小の連携がしにくい。 

○ 小さい子と一緒にいるので活動面などで制限される。 

2 大野市  

3 勝山市 
○ 少人数で集団行動を経験できない園がある。 

○ 小学校入学時に知っている子が少ない。 

4 あわら市（旧金津町） ○ 施設規模の小さい保育所もあり、全員を受け入れることが困難である。 

5 あわら市（旧芦原町） ○ 幼児園方式を実施しているので保護者の混乱を招く。 

6 越前市 
○ 様々な養育環境に応じ、就園の選択肢が確保される。 

○ 同一小学校区の幼稚園・保育所の連携が強化できる。 

7 坂井市 ○ 就学に当たり、環境変化に戸惑うこともある。 
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 （その他意見） 

【小浜市】 

○ 小浜市は 84%が保育所出身児童であるが、制度の差による特に大きな問題は感じていない。 

【若狭町】 

○ 保育所での就学前準備をより充実させなければならないと思う。 

【永平寺町】 

○ メリット・デメリットなし。 

 


